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史  料  

明治期沖縄に∴おける銀行について  

－『沖縄県銀行変遷史』の紹介を兼ねて－一  

伊  丹  正  博  

ま え が き  

筆者はかつて，たまたま入手した沖縄第百五十二周立銀行にかんする若干の史料をもと  
（】＼  

に，同行にケいて概略的分析を試みたことがある。その際にものぺたことであるが，同行  

を取り扱った理由の一つほ，節五国立銀行との閑適，ひいてほ，鹿児島と沖縄との断ちが  

たいつながりが，九州における銀行の史的研究を志す筆者にとって強い興味をひいたから  

である。明治初期のいわゆる国立銀行時代，沖縄には，前記の節百五十二国立銀行本店と鹿  

児島顔百四十七国立銀行沖縄支店のこ店のみが存在したが，大坂第五国立銀行も，創設当  

初，琉球支店開設を計画するなど，かなり関連は深い。そ・れは，さちに．明治中・末期に．か  

けて，欝五国立銀行が浪速銀行へと転身して後も，依然として－この状態の持続されたこと  

が，後掲史料にもはっきり現われている。   

このように．，沖縄の銀行史については，鹿児島との関連のみならず，その歴史的地理的  

位置からも，極めて興味の深い問題を内包していると思う。しかし，それにも拘わらず，こ  
（2）  

の明治期の沖縄金融史をうかがい知る史料ほ，はとんど管見さえできない現状である。と  

ころが，最近，幸いにも，現在那爾市に．おいて独力で沖縄金融史の研究を進めておられる  

中央相互銀行企画課長の牧野謙富民より，同氏が昨年発見された『沖縄県銀行変遷史』の  

写しを見せていただく機会を得たので，同番の内容を簡単に紹介するとともに，その一・部  

を史料として再録しでみたい。   

もらろん同番は，大正末期に一・新聞記者の手によっで書かれたものであって，その記述  

（1）拙稿「沖縄第百五十二国立銀行の史的研究w明治前期における一地方国立銀行の分   

析－」（『■香川大学経済論叢』欝36巻欝5号）  

（2）前掲拙稿75真参照。第五，第首四十七両国立銀行にかんする史料は極めて少ない。特   

に，後者ははとんど発見されていない。   
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に．は正確さ，客観性を炊くところも多いが，明治・大正の沖縄に．おける銀行の変遷を人物  

の面から捉えているため，当時の状況の概略を知ることができ，又，これを何等かの手が  

かりとして，さら紅研究を進めることも可能と思われるので，史料として．取り上げた次第 

である。   

同苔の著者は，沖縄タイムス記名瑞廃村雅史であり，大正十五年二月の発行であって，  

その前年にかかれたものである。これが記述された動機は，その序に．のぺられているよう  

に，県民の出資紅よる沖縄産米銀行，沖縄銀行，那覇商業銀行の三行を合同して沖縄興業  

銀行が設立された機会に，「本県金融界の過去を顧みで将来を滅しむ可く」執筆されたも  

のである。従って，金融機関の発達変遷が県の政争と関連してくるところ紅視点をおいて  

いるよう紅みえる。構成は次のようになっている。  

－ 序  

ニ 銀行間題の“経過（亀井県知事記）  

本 文  

・－・政争に絡まる本県の金融機関  

二 諸制度の改革と金融機関の創生  

三 先鞭をつけた国頭銀行  

四 金融機関の濫設時代  

五 実業共立両行の騒動  

六 財界の好調と本県金融界  

七 産銀設立の裏面史  

八 株の白熱的争奪戦  

九 財界恐慌来と本県金融界  

－○ 農銀大増資と農銀額勤  

－・一  本県勧農合併  

－ ニ 沖産商三行の破綻   

・一三 沖縄興業銀行設立   

以上の申から，紙数の関係で，明治年間についての記述の分として，ニ～五を掲げるこ  

とにした。この史料からも分るように，沖縄の場合，明治年間においては本土の各県とは違  

った立場にあった。すなわち，条件つきの市町村制が布かれたのが明治41年であり，府県制  

はその翌年実施されている。一一・般に，極めて権利の制限された状態紅おかれていたのであ   
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（3）  

る。従って，明治前期における沖縄の主要金融機関たる国立銀行は，先にもふれた通り，  

第扇四十七・第苫五十二両行とも沖縄に密着したものでほなかった。いづれも鹿児島に結  

びついたものであって，後者の場合，沖縄の本店は，鹿児島・東京と移されて，結局，沖  

縄からほ離れてしまう。砂糖生産を中心とした沖縄の産業が，県外（特に鹿児島）の商業  

資本に支配されていたことは，これら国立銀行の果した役割からもうかがえると思う。か  

くて－，県内に根をおろした金融機関ほ明治年間の後半にようやく出現するのであって，前  

半期とは明らかに断層が存在しているといえよう。   

尚，史料にかんしては，できうる限り原文のままとしたが，同書の性格上，かなりの誤  
（り  

記があるので，明瞭な誤りについて．は，訂正しておいた。さらに，関連史料として，『沿  

革事誌』（第五周立銀行編）申の，沖縄にかんする記述の部分を抜・すいして，つけ加えて  
〈5）  

おいた。  

史料1  『沖縄県銀行変遷史』より  

ニ 諸制度の改革と金融機関の創生  

D・本県金融界の啓蒙時代顧れば真に今昔の感を深くするq  

（四）   

明治十二年の廃藩置県は本県の第一・次的革命である。総ての樫桔より開放されて，県民  

が日本帝国民として政治的に・目覚めたる黎明期であり，隠って総ての方面に於て革命的事  

件を現出しないでは止まなかった。経済界にとっても亦面目－・新するものがあり，金融機  

関も必要となった。本県は早くから横合（もあい）なるもの麺達したが，其当時横合の進  

歩した今日の銀行業に類似の金融械関が首里に興され英名を同興会と云ひ，美里朝輝，  

渡嘉赦通睦，百名朝英の諸氏が経営し，預金を集めて－金貨業を営んで居た。其は主として  

首里を背東とするもので，勢力侮り難く，成績も相当に上った。次いで其四五年後紅共保  

軒と云ふ金融機関が伊江朝英男を初め比屋根，名護の諸氏に・拠って一組織され之亦同様の金  

貸業を営んで居た。右二商店は普通の金貸業に毛が生えた様なもので，本県金融機関の濫  

領であり即ち本県金融界の啓蒙時代を形づくったものである。此金融機関の卵が後に膵化  

して今日の沖縄銀行の前身となったのである。其は明治三十二年であった。  

（3）井上治氏「沖縄」（岩波講座『日本歴史』16近代3所収）参照。  
（4）史料中の使用漢字については，活字の関係で，現在の当用漢字に潰したものもある。  

（5）『沿革事誌＝こついてほ，第五国立銀行にかんする筆者の諸論稿を参照されたい。   
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（五）   

之より先き明治十六年鹿児島紅本店を有する欝百四十七銀行が本県と鹿児島との経済的  

関係密接なるに．鑑み本県に支店を設置して本金辟を取扱った。之と相前後して鹿児島の士  

族松田通信と云ふ人が国立銀行条例に基いて本県に第百五十二銀行と云ふのを創立した。  

我邦国立銀行条例は米国の其紅倣ったもので覚換券な㌧発行する権限があり，第百五十二銀  

行（正しくほ，京都第百五十三国立銀行まで設立された。著者の誤記と思われる。一筆  

者往）まで出来たが，免換券を余り濫発し過ぎた為め貸幣価値甚だしく低落し物価の大暴  

騰を招致して経済界を不安定ならしめたので，銀行条例が改正され，日本銀行の外普通銀  

行に．於ては兎換券を発行し得ない事となったのである。本県に創立された第宙五十二銀行  

も同じく鬼換券を発行し得たので，百四十七銀行支店と共に本県金融界の中心となり，両  

行が本県啓発に貢献したのほ．実に．大なるものがある。其主なるものほ海面埋立事業で，盲  

四十七飯行紅あっては西新田了三重城辺の海面を埋立て－，百五十二銀行は中島を埋立て，彼  

の中島に行く橋に松田橋の名あるほ松田通信氏が架けたので，氏の姓に因んだものであ  

る。所が百五十二銀行ほ後に党換券濫発した結果か不幸紅も彼綻の止むなきに至り，同行  

に．預けた各間切の基本金払戻しが不能となり，今に，も県下経済界に・波瀾を捲き起そうとし  

たが，遂に．東京の常志家金原明吾氏（？）と云ふ人が銀行を買ひ取り，公債一万円を県に  

預けて其利子で基本金を補填して間切の財政を救済し事なきを得たとか。今日各町村が産  

業銀行紅預金して其切東を見るのと思ひ合はして感概に堪えない。破綻当時の百五十二銀  

行は．今の並川商店のある所に．あったが，其後どうなったか分らない。  

（六）   

尚右二布の外に明治二十九年農工銀行法並農工銀行補助法発布されたに依り明治三十一 

年十山月を以って本県にも資本金二十万円株式－・万株の沖縄農工銀行が創立され，産業金  

融の途が開かれた。  

（七）   

斯くの如く時勢の進運に．伴なひ，銀行が設立され県外資本の金融機関が本県啓発に活動  

するのを見ては．，単に普通の金貸業に・毛が生えた様なものでは間に・合はなくなると共に，  

法律で以って此種の金貸業即ち銀行マガヒ物が禁ぜられたので，明治三十二年沖縄銀行  

が，資本金十五万円，株式三千株を以って組織され本店を首里に置く事となった。勿論前  

記二商店が合同したものである。当時ほ簿記などの新式学問をしたものなく，百名朝計氏  

が県庁会計課濫あって，其遺濫明るかったので，氏の指導を仰いだり，…・方高嶺朝教氏を   
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初め行員が大阪浪速銀行で見習店員を勉め，銀行員の速成をなしたなどの滑稽もあり，銀  

行の用紙は総て茶紙であったなどは一層今昔の感を深ぐする。沖縄銀行の創立者は尚順男  

を初め護得久朝惟，高嶺朝教，高嶺朝正，伊是名の諸氏で，之れ即ち門閥階級，特権階級  

の士であり，同時に首室の機関銀行となるは免れず，躾て本県金融界は専制時代を現出し  

延びて反閥思想の捨所を見，遂紅政争を惹き起して金融機関の濫設を見たのである。  

三 先報をつけた国頭銀行  

D日露戦後の好景気に刺戟されて．本県銀行業亦著しき勃興を見るq  

（九）   

国頭銀行は現沖縄電気会社良喜入休氏が国頭郡長在任中に斡旋して出現したもので，喜  

入氏ほ．当時の国頭郡民が高利貸に層血を搾られて居るのを遺憾に／恩ひ，殊に．砂糖前貸しと  

云ふ意慣習があって，農民が僅かの前貸しに眩惑し砂糖代を鹿切られて屠る状態であった  

ので，此等の悪弊を一・挿して農民の利益を擁護し且つ国頭郡の金融改善を計らむ事紅日夜  

頭妄悩まして居た。恰皮幸にも明治三十七八年日露戦役の戦時公債が国頭にもいやらかあ  

り，又戦死者遺蔵匿交附された扶助料もあったので，之等を纏めて資金を造り銀行設立の  

計画を立てた。然るに∵英資金は僅かに二万五千円で，四分の－・払込みとしても総資本金傾か  

に．十万円に．過ぎなかったので認可の点で支障が生じた。当時の県庁は大蔵省が許すまいと  

テンデ相手にしなかった。寧ろ冷淡であった。当時銀行資本金は五十万円を最低限虔とさ  

れて居たからである。然るに潜入郡長ほ本県が特殊的立場に・あるを理由として特典が与へ  

らる可きを信じて居たので，浪速銀行頭取野元焼氏を知って居たのを率ひとし氏に依頼し  

て目的を貫徹すべく当時の農学校教諭平良保一＼氏を搾へて明治三十八年上阪した。幸ひ紅  

も其数日前当時の大蔵大臣曽根荒助氏が秘苔宮森賢吾氏を随へて西下し其日帰京する事に 

なって居たので，野元頭取が大蔵大臣に列車内で面会して内々諒解を得，蕃入氏は．其足で  

上京して森秘苔冒を訪問したのである。然るに・森秘書官は嚢きに来県した事があり面識の  

間柄であったので話が案外順調に進み，時の市来大蔵書記官なども尽力して呉れたので，特  

別の恩典に拠って′同年十万円の国頭銀行が案ずるより生むが早いの例に・漏れず設立した。  

郡長の得意如何ばかりであったらう。  
l   

所が最初の国頭銀行の払込資本金は僅かに二万五千円で，到底経営が困難であったの  

で，専らに喜入氏が浪速銀行に交渉して有担保，無担保で十三万円の資金を借り入れ，玄  

に国頭銀行は開店を見るに至った。頭取は平良保一風 専務にイ中曽根忠次郎氏が振った。   

北山の一遇に．於て金融機関が出来，国頭郡の金融界が円滑となるに至った事は．如何に．本   
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県金融界に．大なるショックを与へた事か／ 躾ては県会が確かれ政治的競争が起るに至っ  

て，反撥思想の拾頭と柏侠って本県金融機関の濫設となり目ま苦しい金融格闘の争閥が涜  

ぜられる。  

（1－・○）   

明治三十二年資本金十五万円を以って設立された沖縄銀行ほ国頭銀行が創立される当時  

に於てほ相当の積立金を所有する事になったが，時勢の進運に・伴なひ，十五万円の資本金  

でほ往々にして資金の不足を感ずるに至った。当時日露の戦雲既に・飲まり，我国経滞界活  

況を．呈し金融界画期的発展を示現するに／至ったが，其影響は本県に．も及び，経済界漸く好  

況に向ひ砂糖，帽子，水産物等の諸会社が族々と雨後の筍の如く勃興したので，沖縄銀行  

の増資ほ急務となった。垂らに一面政治的関係から云へば閥族階級に・とってほ都路民の勢  

力拾頭は一段の脅威であり，彼れ此れ経済的にも政治的に．も同行の増資は各方面から迫ら  

れたのである。然るに沖銀ほ当時第一・回払込みをなした計りで，直ちに増資をなす訳紅も  

行か事種々頑を悩ました結果沖縄銀行の名称を沖縄商業鈍行に改め，其を解散して積立．金  

などを株式に振り替えたりなどして資本金六十万円株式－・万二千株の沖縄銀行を設立した  

のである。其ほ実に国頭銀行創意の翌三十九年三月であった。  

（－－）   

斯く沖銀が資本金六十万円を以って設立され一・方農工銀行が門閥階級に牛耳を握られて  

居たので益々金融界の専制的色彩は濃厚となり，遂に．反閥の機運が餞成されたのである。  

ナ・・－ハイパイの那覇人士も義常．結束を固め首座系に．当り，彼の風雲児当間重慎氏は反首里  

熟を煽り，那覇人士の覚醒を促がしたのである。斯くて山城高興氏や寄留商人などが手を  

携へて出来たのが那覇商業叙行で，仝行は資本金五十万円．株式一・万株であった。其ほ明  

治四十年五月七あった。  

四 金融機関勃興時代  

D首里那囁の対抗と南山北山の対略本県金融槻関の割拠時代を現出q  

ヨT＋声E   

「ナ・－ハイパイ」の那覇人が結束を固め，眠れる獅子の猛然と起き首里系紅対抗したの  

は本県に於ける反問運動の先駆として特筆大審すべきものがある。而して那覇系は沖縄毎  

日新聞の言論級関を以って琉球新報に対抗し，反閥の熟を煽り其反面把於ては金融機関設  

立の運動を起し，寄留商人と提携して山城高興氏や仲地唯隆氏当間垂慎氏等が浪速銀行の  

援助のもとに那覇商業銀行を設立した。   
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（・－・三）   

斯く首里人を那覇人とが相対抗しで金融機関の争闘を演じて屠るのを見て二技手傍観する  

事が出来ず蕊に郡部民の結束運動が拾頭した。彼の北山の一・隅で先鞭つけた国頭銀行は．当  

時既に．積立金を以って節二回の払込みを了し，相当の列益を上げて居たが，頭取平良保一 

氏の燃ゆるが如き野望ほ遂に．都会人士の争閲を坐祝するに忍びず，盈に．昆妖然として立ち，  

一面にほ専制的特権階級の専横を軋弾し，他面には那覇人の勢力を制肘すべく，郡部大合同  

の運動に着手したのである。而して国頭，中頭，島尻の三郡有志の糾合を促がし，私か  

に大銀行設立計画のもとに策動した。中頭，島尻の有志も其運勢には共鳴して三郡の縦貫  

合同の気運熟し，－・方大阪在住の商人津裏山珍基氏が浪速銀行と取引して信用を得て居た  

のを幸ひとし，氏の斡旋に依って．浪速銀行を背景とする所まで話ほ進んだ。然るにイザと 

云ふ所に重役割合の争奪戦が初まり，亀裂を生ずるに至ったのである。其と知った当時の  

特権階級は．農工銀行を－・方に擁して金融界の牛耳を握って居たので，農工専務玉那覇垂尊  

氏をして亀裂に吏ら紅水を差さしめ一・部の有志を拉致し外に．銀行を設立するの策を廻らし  

た。三部合同の大尉画が中途に於で決裂をしたので平良保一・氏は止むなく残る面々と共に  

沖縄共立銀行（資本金七十万円） 

致されたる有志は農工銀行より年賦償還の借入資金で以って，資本金六十万円株式－・万二′  

千株の沖縄実業銀行を創立した。両銀行設立認可は実紅明治四十年十二月の同年同月で  

ある。以って両行設立が如何に舷々相摩す体のきはどい暗闘が演ぜられたかが判る。当時両  

行の首脳老を見るに，共立常．あっては．平良保－・，岸本賀昌，神村吾郎，久志助英等で実業  

に．あってほ玉那覇垂尊氏虚工専務を兼ね頭取に据はり，専務は当時島尻郡の虚業巡回教師  

を努めて居た知念堅輝氏を招いて其衝に当らしめたのである。  

（－・四）   

斯くて三部合同の談は立派に決戯し，中頭が両分されて，南山北山相対嶋し，北山は共  

立を南山は．実業を機関銀行とする紅至ったが，南山の強味は門閥の特権階級を背景とせる  

紅あり，蕊に本県の金融機関は那朝区民を背景とせる那湖南業，郡部を背景とせる実業共  

立，首里系を背景とせる沖縄の四行割拠してゐたが，之れ当然政治的反目である。就中閥  

族は農工，沖縄の両銀行を直系とし，英銀を傍系としてゐたので勢力如何ともする事が出  

来なかった。  

五 実業共立両行の騒動  

＞閥族の専制は郡部民の反逆心を挑発し遂に両行に於て■爆発＜   
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（一五）   

本県金融界に政争的色彩を最も濃厚に加味するに至ったのは県会が施行されてからであ  

る。そして就中最も露骨に表はれたのは彼実業銀行騒動と共立銀行騒動である。実業銀行  

創立の動機は前記の通り門閥特権階級が郡部合同に脅威せ感じ，水をさしたものであり，  

表面同行ほ．郡部民の機関とほ云ひ灸，其実は閥族の機関銀行である事ほ免れなかった。其  

文け実銀内部に於ける特権階魔の勢力ほ強く縫って専制的ならざるを・得なかった。  

（一六）   

当時本県政界の分野を見るに．同志派と民反派と相対崎し，同志派は所謂特権階級を以っ  

て組織され其領袖株は高嶺朝教，仲吉朝助，大田朝数等の諸氏で政治的に経済的紅尚順男  

を背景に画策を廻らすのであった。民友派ほ目覚めたる郡部民の先駆者平良保－・氏等が那  

覇の風雲児当間垂慎氏などと柏提携して所謂閥族打破を標梯して鱒腰を雛へして相対抗し  

た。此渦巻きに捲き込まれて金融機関乗取戦が演出されたのが所謂実銀騒動である。明治四  

十三年の重役改選を控えて両派の争ひが惹起した。当時実銀書記を勤めて居た伊産正幸氏  

は閥族の専横に悲憤措く能ほず，宮城室介を埼務に．据え閥族の掛横を制附すぺく，改選の総  

会を控えて委任状鬼集に乗馬姿を以って東奔西走した。一・方閥族側ほ伊波普恩氏を之に・対  

抗せしむ可く策を廻したのである。蕊に於て伊祀氏ほ民友派の当間垂惧氏に渡をつけ援助  

を依頼すると，当問氏ほ一言のもとに快諾を与へ，盈に問題は拡大し攣に．英銀のみ．の問題で  

はなく，全県先の争ひとなり，猛烈なる暗闘が演ぜられ，遂に総会を二周までも開いた位  

の紛糾を克たのである。斯くする間に妥協運動が起り，問題の張本人伊橙正幸民を北谷の  

産業組合長に据え，伊波善恩氏を実銀専務の椅子に着かしむる事を条件として解決をつけ  

総会ほ無事終了した。然るに．産業組合長選挙となるに及んで糞きの口約は反古となり1伊  

藤氏ほ確実に裏切られて一傲地に塗れてしまったのである。之れ最近に於て賊烈を極めた  

北谷白黒争ひの発端である。斯くで民友派の乗取り策は見事に敗れて実業銀行ほ依然とし  

て閥族の手を離れず，閥族の金融界紅於ける専制的勢力は．動かす事が出来なかった。  

（一七）   

斯くて閥族の金融界に於ける専横は愈々露骨となり，やがて共立銀行に．まで其専横の手  

を延ばして彼の有名な共立騒動を惹起するに至った。共立銀行ほ一気に七十万円の資本金  

となした関係上多少健実味を失し，奇々設立当時よりの不良貸しがかなりあったので，城  

簡単蔵氏の頭取時代は同行ほ実紅火の車となり，特に行語り紅陥らむとした。其は大正二  

三年頃の事である。同行重役ほ局面転換の事に種々考察した結果共立銀行の前身たる国頭   
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銀行の生みの親たる喜入休氏を頭取に．据え．，浪速銀行の援助を受けて難局幻開の途を講ず  

るを得策とした。当時啓入氏は郡朝区長を褒め鹿児島郵船の那覇支店に．在勤中にあった  

が，氏は浪速銀行鹿児島支店長－・四七銀行有馬頭取などと懇意に．して居た関係上金融の途  

を計るに便であり，又共立重役の懇請もあっためで共立頭取になってもよいと云ふ肛濫な  

った。然るに．当時金融界の覇権を握って居た閥族は之を以って金融機関の東歌りだと誤解  

し脅威を感じて，遂に．妨害の手を入れ岸本賀昌氏を立てゝ対抗せしめたのである。彼の頭  

取城間半蔵氏なども喜入氏を棄て1閥族の傘下に㌧馳せ参じ蕊に．重役間互に反目を見るに至  

った。蕊に於て監査役久志助英氏ほ神村菖郎や仲田徳三氏などと討って重役選挙の臨時総  

会を招集した。一方他の重役も亦放けず劣らず同日同時刻，真数寺に於て場所を同じくし  

て総会を招集し，実に天下珍無類の始会が此処に．表はれたのである。これ恐らく何処に．も  

見られない図であったらうと息ふ。而して城間半蔵等一瀕の総会に於てはサッサと重役選  

挙を済まして直ちに登記の手続を取ってしまったので，其後訴訟まで提起したか久志氏等  

の金融機関改革の計画は水泡に．帰してしまったのである。其後の共立銀行ほ益々経営不如  

意に陥り，破綻に陥ったが幸に．も財界の好調に遭遇し，躾ては共立実業の合併となりポロ  

を出すのを免れた。今日産銀破綻の遠因共立の不良貸しにありとなすのも故なきに非ず。  

然り而して金融機関を斯くの如く公々然と政争の渦中に投ぜしめた事は実に本県経済の発  

達を阻害したもので，閥族の専横と云ひ，郡艶民権勢慾の拾頭と云ひ，勢かの然らしめた  

ものとは云へ，退憾此上もない事である。  

打沿革事誌』（第五国立銀行編）より   史料2  

「（明治9年）四月陸軍省二於テ＼琉球国へ分営建築二付本省ヨリ支出金八万円ヲ鹿児島  

支店へ預托工事竣成迄出納方ヲ命セラレタルニヨリ右二対スル抵当トンテ公債証書ヲ納付  

セリ」   

「（仝9年）八月中鹿児島支店二於テ陸軍省琉球屯営建築金八万円全額完納レタルヲ以  

テ本年四月申取結ヒクル仝省条約ヲ解キタリ」   

「（仝13年）一月廿四日沖縄第百五十二銀行卜大坂支店トノ間工賃借壱万円ヲ限り『コ  

ルレスホンラ㍉ンス．』約定ヲ取結ヒクリ」   

「（仝13年）五月沖縄節首五十二銀行卜鹿児島支店トノ間二通常為換及荷為換等取組ノ  

契約ヲ結ヒ其手数料及利息等ハ左ノ如ク定メタジ   

ー・通常為換  ノ′召円・ニ付 六拾銭  但両行ノ都合ニヨリ増減アル可シ   
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ー・荷為換手数料 仝  拾五銭  

一仝利息  仝  壱円五拾銭 三十日ノ結約余ハー日・ニ付五銭ノ割  

一代金取立手形 仝  弐拾五銭  」   

「（仝16年）一月廿七日沖縄第百五十二国立銀行卜大坂支店間ノ『コルレスホンテン   

ス．且ノ約定ヲ解キタリ」   

「（仝17年）六月十九日大坂支店ヨリ銀行局へ同店貸附金延滞二村始蕃接訴裁判所へ起   

訴審理中エアル老数件ヲ届出チタリ而シテ其各件ヲ区別セノ＼左ノ如レ（中略）   

一・同年（16年）九月廿六日同府下西区薩摩掘西ノ呵七番地寄留沖縄県士族川平親雲上・ニ   

掛ル黒砂糖抵当貸附金八百円返金方請求ノ件   

一・同年同月同日同府下同町十一番地寄留沖縄県士族中尾次筑登之二掛ル黒砂糖貸関金五  

百円返金方請求ノ件  

ー・本年四月十日同府下西区薩摩掘北ノ町廿七番地寄留沖縄県士族小橋川運ノ子二掛ル黒   

砂糖抵当貸附金七百円返金方請求ノ件  

右四件ハ審理中ニシテ未夕判決ヲ得ス（下略）」   

「（仝19年）去ル十六年七月十二月大坂支店ヨリ沖縄県士族川平親雲上へ各島商社砂糖  

蔵預り証書ヲ以テ金額八扇円ヲ貸渡シタルニ異義務ヲ果サゝルニヨリ仝年九月中大坂始審   

裁判所へ出訴ノ後身代限ノ処分トナ・リタルエ付之レカ抵当物品引渡方ヲ各島商社へ・向テ請   

求セシ㌧二更二応セサルヲ以テ遂二三月十三日右各島商社代表人後藤玉城外四名ヲ相手取り   

預ケ砂糖取戻ノ件ヲ大坂始審裁判所へ出訴セリ」   

「（仝21年）八月軍曹五十二国立銀行営業ヲ停止サレタリ」   

「（仝年仝月）第甫五十二銀行銀行営業停止二村仝銀行株券抵当ヲ．以テ本行鹿児島支店二   

於チ貸附ケタル金額残在高ノ、福島厳へ五千参百円及岩元源次郎へ展千九百円ノニットス」 

「（仝23年）第育五十二国立銀行停止二付仝行頭取福島厳へ仝行株式抵当ヲ以テ鹿児島   

支店二於テ賃附金五千参百円ノ内弐育九十五円弐拾壱践九厘ハ別口抵当過上金ヲ以テ入金   

額五千四円七拾八銭壱厘二対レ種々談合ノ決果遂二六割封切解停後六ケ月日二返金済ノ契   

約ヲ取結ヒクリ」   

「（仝24年）重工鹿児島支店二於テ第百五十二国立銀行株券抵当ヲ以テ福島厳へ・貸附ケ   

タル．五千四眉円ハ結局弐千壱円九拾壱銭式厘ノ損失ヲ生シタルニ付七月九日ヲ以テ仝店収   

締役有川純治貸附係谷村藤吉へ申合規則第三十一魚ニヨリ追願ノ処分ヲ命セリ」  

（41け 5125）   
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